
コアディスキングに基づく三次元地圧評価法の開発

はじめに

コアディスキングの一例

本研究の目的

コアディスキングとはボーリングコアが
ディスク状に割れる現象であり，経験的
に地下深部で生じやすいことが知られて
いる．これはコア内部に発生する引張応
力によって生じ，ディスクの厚さおよび
形状が地圧の大きさと方向に依存するこ
とが定性的に明らかにされており，従来
の方法では適用が困難な深部地圧計測に
応用できる．

連続して生じるコアディスキングのディ
スク厚さと形状から三次元的地圧の大き
さと方向を定量的に評価する方法を開発
する．
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研究内容

有限要素法により，種々のコア長さのコア
内部に発生する，コア軸方向付近を向く引
張主応力の大きさと方向を解析した．

・ディスク外周分布高さ分布を近似する方法
　により，３つの主応力の方向を決定する方
　法を提案した．

・ディスキング発生条件およびコア長さと
　ディスク厚さの関係を導出し，ディスク
　厚さの応力依存性に関する従来の実験結
　果を良く説明することができた．(Fig. 1)

・実際の現場から得られたディスクに対して
　上記の方法を適用した結果，推定された地
　圧の大きさと方向が従来の地圧計測法の結
　果と調和的な結果となった．(Fig. 2, 3)

Fig. 1 応力に対するディスク厚さの変化 Fig. 3 推定された地圧のσxとσyの関係    
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研究結果

Fig. 2 推定された地圧の方向(上半球ステレオ投影)

水圧破砕法から得られた
最大水平応力の平均方位
とばらつき

ディスキングから得られた
地圧の主応力方向


